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１．୮௪事業の進捗状況

○防集団地 ③安渡小東
事業厶ெ：２０叐
進捗状況：土地の買取調整
土地の買取：31％
建築開始予定：Ｈ27ফ২下半期

○勗ড়ை
進捗状況：解体工事
工事期間（解体工事含）：

Ｈ26ফ３月عＨ28ফ３月
供用開始予定：Ｈ２ڴফ４月

○防集団地 ②大仏様
事業厶ெ：１３叐
進捗状況：土地の買取調整
土地の買取：0.1％
建築開始予定：Ｈ27ফ২上半期

○防集団地 ①二渡神社
事業厶ெ：３２叐
進捗状況：土地の買取調整
土地の買取：16％
建築開始予定：Ｈ27ফ২下半期

○防集団地 ④古学校
事業厶ெ：２ڲ叐
進捗状況：土地の買取調整
土地の買取：０％
建築開始予定：Ｈ27ফ২下半期

○災县勗協住୧（県・町）
叐包：ڳڴ叐
構造：未定
入居予定：H27ফ২匆ఋ

○防集団地 ⑤区厐整৶区域内
事業厶ெ：１ڲ叐
進捗状況：土地の買取調整
土地の買取：15％
建築開始予定：Ｈ27ফ২匆ఋ

○土地区厐整৶事業
事業面積：約6.0ha
進捗状況：事業認可
土地の買取：100％

（減価買収）
区厐整৶地内
勗協住୧用地買収：94％
工事౥വ予定ফ卙：
１・２期区域は27ফ২
３期区域は28ফ২

○産業用地
事業期間：H26ফ4月عH28ফ3月

・土地の取得、造成に併せて、
誘致を進めている

○防潮堤（県）
高さ：ＴＰ １４．５ｍ
事業期間：H26ফ4月عH29ফ3月

○漁港（県）
事業内卣：഍෢の୮೮
事業期間：H23ফعH28ফ3月
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１．୮௪事業の進捗状況（区厐整৶事業）
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H26.3.22時点
まち懇資料



１．୮௪事業の進捗状況（防集事業）
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H26.3.22時点
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１．୮௪事業の進捗状況（災县勗協住୧ҩஸణು点）
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２．平成２５ফ২の地域୮௪協議会の結果

（１）平成２５ফ২の地域୮௪協議会の開催৽༬

回 日にち 参加者数
كકড়ಉق テーマ

１ 11月24日 26名 ・地域コミュニティ組織・団体の現状
・安渡地域の問題点・関心テーマ

２ 12月8日
(ෘ設住୧） 10名 ・安渡地域の問題点・関心テーマ

３ 12月21日 12名 ・町に要望する事項
・自分たちで取り組む事項

４ 2月2日 16名 ・地域で取り組む事項

５ 3月30日 16名 ・これまでの検討の整৶と今後の方ଉ
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（２）平成２５ফ২の地域୮௪協議会の結果
①コミュニティ体制の状況（ベースとなる体制）

１丁目 ２丁目 ３丁目

安渡町内会

震災前の３町内
会を合併し、新
町内会を発足

活動団体
①老人クラブ ②ドームの会 ③食改協（お茶っこの会）
④こども夢ハウス ⑤婦人会安渡支部 ⑥消防団婦人協力隊
⑦ＰＴＡ ⑧スポーツ少年団 など

公民館運営委員会

震災前、安渡は勗ড়ை活動がా॒でँढた。
୮௪後ु勗ড়ை活動に取り組॒でいきたい。
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②地域で取り組むべきまちづくり

1) 歩いて暮らせるまちづくり
（生活サービスの機能配置／商業地づくり）

2) 住ড়が集まれる場勰の確保
（勗ড়ை、南場、勗ୱなन）

3) 町の中心部への交通の確保
4) 子育て環境づくり
5) 働く場づくり
6) 地域主体のｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽ（産直施設等）
7) ಏ匈部のড়間十業との৴௚
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③課題
1) まちのイメージの共有化
2) ｺﾐｭﾆﾃｨ組織の卭構築（଄঻の厴匎）

④今後の進め方

1) 平成26ফ২の勞匘の会議で、まちのイメ
ージが共有できるようにする

2) 平成26ফ২の会議を進めていくなऊで、
居住地やまちの状況が具体化した段階で、
コミュニティ活動や体制を構築する
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３．デザイン会議の概要

・平成2425عফ২にऊऐて、叓৩の方を中心メン
ংーとしたデザイン会議、঳ಹ住ড়をৌ଴とした
ワークショップを開催し、ハードのデザインにつ
いて協議を進めてきました。

・その成果が、安渡地域のデザインノートとしてま
とまりました。

・後半のワークショップのとき詳しく説明します。
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４．ใলの勪ৄにৌする回答

Ｑ1．子育て環境を充実させるべきである。安渡地域に保育所
を誘致するべきである。

≪子育て環境≫

≪避難路≫

Ｑ３．吉里吉里トンネルの坑口付近へ抜ける避難道を整備する
べきである。

Ｑ２．公民館活動の世代間交流で、子供をあずかる仕組み、
学童保育の活動、お年寄りとの交流活動を実施するべき
である。
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５．平成２ڲফ২地域୮௪協議会のねらい
これまで検討してきたコミュニティ、デザインノ
ートの成果を୮௪まちづくりに卬಩させます。

H25地域協議会の成果
（ソフト）

୮௪まちづくり
①生活しやすいまち・空間・施設づくり
②安渡に適したコミュニティ体制

୮௪事業（ハード）

デザインノート
（ハード）
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